
非常設備の点検手法 

 

・ 揚排水機場設備点検・整備指針（案）同解説 

・ Ａ排⽔機場の例 

① Ａ排水機場の概要 

② Ａ排水機場（月）点検整備記録 

③ Ａ排水機場（試運転）点検整備記録 

④ Ａ排⽔機場（年）点検整備記録 

⑤ Ａ排水機場 精密点検 

      （振動、騒⾳、インペラギャップ、軸受、潤滑油分析） 

・ 非常設備の点検手法について 
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・揚排水機場設備点検・整備指針（案）同解説

揚排水機場設備点検・整備指針（案）同解説  （社）河川ポンプ施設技術協会 より

主ポンプ全般 － 目視 － 目視 －

－ 聴覚 － 聴覚 －

吐出しベンド － 指触 （測定） － 測定

－ －

インペラ 腐食 － － － － 目視

摩耗 － － － － 目視

欠損 － － － － 目視

主軸及び軸継手全般 芯出し － － － － 測定

錆 － － 目視 － 清掃

摩耗 － － 目視 － 測定

締り具合 － － 増締 － 増締

カップリングゴムの摩耗 － － 目視 － 測定

外側軸受 温度 － 指触 （測定） 指触 測定

振動 － 指触 （測定） 指触 測定

摩耗 － － － － 測定

油脂量（質） 目視 目視 目視 目視 交換

油漏れ 目視 目視 （目視） 目視 目視

水中軸受 摩耗 － － － － 測定

（セラミックス軸受） 傷、割れ － － － － 測定

水中軸受 通水状況 － 目視 （目視） 目視 目視

（ゴム軸受） 摩耗 － － － － 測定

フローサイト － － 清掃 － 清掃

グランドパッキン 温度 － 指触 （目視） 指触 指触

封⽔量 － 目視 （目視） 目視 目視

劣化 － － － － 交換

無給水軸封装置 温度 － 指触 （目視） 指触 指触

漏⽔ － 目視 （目視） 目視 目視

劣化 － － － － 交換

フロースイッチ 作動 － 目視 分解
（測定）

目視 交換 測定は導通チェック

計器類 圧⼒計指⽰ － 目視 （目視） 目視 交換

（圧⼒、温度、⽔位他） 圧⼒計の零指針 目視 目視 目視 － 交換

温度計指⽰ － 目視 （目視） 目視 目視

水位計指示 目視 目視 （目視） 目視 調整

全般 塗装 － － － － 交換

吸込水槽 土砂の堆積 － － 測定 － 清掃

   水位 目視 目視 測定 目視 測定

 特記事項 

＊1 全般で点検する事項は網掛け部に⽰す事項である。管理運転では、動作時にケーシング振動や軸受温度や封⽔量、油漏れなどを確認する。

   また、管理運転前後には油脂量などの確認を実施する。

＊  ポンプ本体の内部状況については、設置場所の水質や環境を考慮して点検する。

計
装
機
器

そ
の
他

水
槽

主
軸
及
び
軸
受

全
般

運転に⽀障のある異常が発⽣し
ていないかを確認 ＊１

軸受温度、軸封部の封⽔
量、油漏れなどを確認

本
 
体

ケーシングを主体とする本体振動 （据付部、吸込口、案内
羽根を含む）

点検内容
月点検

年点検

目視点検 管理
運転点検

点検・整備項目 主ポンプ (立軸) ＜待機系設備＞

定 期 点 検
運転時
点  検 定期整備 摘 要

点検部位

装
置
区
分

点 検 整 備
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・Ａ排⽔機場の例 
 

① Ａ排水機場の主ポンプ概要 

No.1 ポンプ 口径 2400 mm × 15 m3/s   設置年度：昭和５５年 

No.2 ポンプ 口径 2400 mm × 15 m3/s   設置年度：昭和５５年 

No.3 ポンプ 口径 2400 mm × 15 m3/s   設置年度：平成 ６年 

No.4 ポンプ 口径 3400 mm × 30 m3/s   設置年度：平成 ６年 

No.5 ポンプ 口径 3400 mm × 30 m3/s   設置年度：平成 ６年 

No.6 ポンプ 口径 3400 mm × 30 m3/s   設置年度：平成 ６年 
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設備名 主ポンプ設備 （停止時）
点検年⽉⽇

No.1 No.2 No.3
1 2 3

軸受ケース 油漏れ 外観 ✔ ✔ ✔
（タービン油56) 油面計(SL±5mm) 計測 ✔ ✔ ✔ 計測 SL + 4 SL + 3 SL + 3

    SL 単位(mm) (  ＋4 ) (  ＋3 ) (  ＋3 )
上下カップリング 締付部の弛み 外観 ✔ ✔ ✔
軸受温度計 指針位置確認 計測 ✔ ✔ ✔ 計測 ① 19℃ ① 19℃ ① 19℃

② 19℃ ② 19℃ ② 19℃
③ 19℃ ③ 19℃ ③ 19℃
④ 19℃ ④ 19℃ ④ 19℃
⑤ 19℃ ⑤ 19℃ ⑤ 19℃
⑥ 19℃ ⑥ 19℃ ⑥ 19℃
⑦ 19℃ ⑦ 19℃ ⑦ 19℃
⑧ 19℃ ⑧ 19℃ ⑧ 19℃

吐出圧⼒計 圧⼒伝送器出⼒表⽰ 計測 ✔ ✔ ✔ 計測 17 17 3.4
％ ％ mH2O

[     ] 内はMPa [ 0.033] [ 0.033] [ 0.023]
中央デジタル表示 計測 ✔ ✔ ✔ 計測 3.3 3.3 3.0

mH2O mH2O mH2O
[     ] 内はMPa [ 0.032] [ 0.032] [ 0.029]

注水ポンプ電動弁 作動確認 動作 ✔ ✔ ✔
（単独にて操作） ⽔漏れ 外観 ✔ ✔ ✔
グランド部 ⽔漏れ量 外観 ✔ ✔ ✔
排水ポンプ 作動確認 外観 ✔ ✔ ✔

電極棒の汚れ、外れ 外観 ✔ ✔ ✔
吐出圧⼒ 計測 ✔ ✔ ✔ 計測 0.07 0.07 0.03

MPa MPa MPa
水配管 ⽔漏れ 外観 ✔ ✔ ✔

締付部の弛み 外観 ✔ ✔ ✔
弁類 開閉位置確認 外観 ✔ ✔ ✔
全般 締付部の弛み 外観 ✔ ✔ ✔
消音器 外観目視 外観 ✔ ✔ ✔

ドレン抜き 清掃 - - -
特記事項

作業

消音器ドレン抜き(3月,9月実施)

② A 排水機場 （月） 点検整備記録

平成  年  ⽉   ⽇（   ）
点検者

点検
機器名 点検箇所名 点検項目 区分

主ポンプ
(B1F)
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設備名 主ポンプ設備 （運転時）
点検年⽉⽇

1 2 3
本体 油漏れ 外観 ✔ ✔ ✔

異常⾳・振動 外観 ✔ ✔ ✔
ラジアル軸受温度 計測 ✔ ✔ ✔ 計測 最高 ℃ 10 10 10

①〜⑧ 最低 ℃ 10 9 8
注水ポンプ ⽔漏れ 外観 ✔ ✔ ✔

吐出圧⼒ 計測 計測 MPa 0.35 0.32 0.34 別紙記録表
作動 ✔ ✔ ✔

異常⾳・振動 外観 ✔ ✔ ✔
フローリレー作動確認 作動 ✔ ✔ ✔

吐出弁 異常⾳・振動 外観 ✔ ✔ ✔
作動確認 作動 ✔ ✔ ✔
吐出圧 計測 ✔ ✔ ✔ 計測 MPa 0.0037 0.0039 0.034 別紙記録表

清⽔冷却器 ⼀次冷却⽔温度 計測 ✔ ✔ ✔ 計測 入口 ℃ 18 27 11 ＜50℃
出口 ℃ 16 18 10

⼀次冷却⽔圧⼒ 計測 ✔ ✔ ✔ 計測 入口 MPa 0.14 0.13 0.13 別紙記録表
出口 MPa 0.09 0.13 0.14

⼆次冷却⽔温度 計測 ✔ ✔ ✔ 計測 入口 ℃ 10 10 9
出口 ℃ 10 12 8

⼆次冷却⽔圧⼒ 計測 ✔ ✔ ✔ 計測 入口 MPa 0.12 0.12 0.15
出口 MPa 0.04 0.04 0.05

⼀次冷却⽔⽔漏れ 外観 ✔ ✔ ✔
⼆次冷却⽔⽔漏れ 外観 ✔ ✔ ✔

特記事項

主ポンプ
(B1F)

③ Ａ排水機場 （試運転） 点検整備記録

No.1 No.2 No.3 規定値

＜70℃

点検者
平成26年 3⽉ 19⽇（⽔）晴れ

機器名 点検箇所名 点検項目 区分
点検

作業
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点
検

作
業 備考 点

検
作
業 備考 点

検
作
業 備考

軸受ケース 潤滑油劣化 計測 ✔ 別紙参照 ✔ 別紙参照 ✔ 別紙参照
発錆・損傷 外観 ✔ ✔ ✔

上下カップリング 発錆・損傷 外観 ✔ ✔ ✔
グランド部 発錆・損傷 外観 ✔ ✔ ✔
グランド部 作動確認 清掃 ✔ ✔ ✔
排水ポンプ 発錆・損傷 外観 ✔ ✔ ✔

動⼒0.25kW 振動・異⾳ 外観 ✔ ✔ ✔
電流0.7A 電流値 計測 ✔ 計測 0.68 ✔ 計測 0.67 ✔ 計測 0.84

No.3 動⼒0.4kW (0.68) (0.66) (0.85)
電流1.0A

塗装状態 外観 ✔ 別紙参照 ✔ 別紙参照 ✔ 別紙参照
振動・騒音 計測 ✔ 計測 別紙参照 ✔ 計測 別紙参照 ✔ 計測 別紙参照

特記事項
※平成２４年度精密点検Ｎｏ．１グランドパッキン交換

（  ）内は前年度値

No.2主ポンプ No.3主ポンプ

主
ポ
ン
プ

④ Ａ排⽔機場：年点検

区分
No.1主ポンプ

本体全般

機器名 点検箇所 点検項目
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１．水没部

 （１）全般（吸⽔槽〜逆⽌弁） 外観点検 損傷・腐⾷状態等確認・・・異常箇所スケッチ
（注）損傷部補修等については別途協議 ○

 （２）インペラ部 計測点検 インペラギャップ計測 ※経年⽐較 継続監視事項 ○

２．水上部

 （１）全般（地下１階ポンプ室全体） 外観点検 据付状態等確認（弁・小配管・計器類含む） ○

 （２）軸封水グランド部 分解整備 分解組⽴ ◎グランドパッキン取替 ○

 （３）ラジアル軸受部 分解整備 分解組⽴（軸受ギャップ計測）、潤滑油冷却器点検
◎潤滑油取替 ○

３．その他

 （１）主ポンプグランド部排水
損傷・腐食状態等確認（弁・小配管・計器類含）
逆止弁分解整備
◎パッキン類取替・単体運転作動確認含

○

特記事項

主
ポ
ン
プ

結果

⑤ Ａ排水機場：精密点検

機器名 点検箇所 点検項目 内容
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※予測①の場合はインペラギャップについては当⾯調整不要

 予測②の場合はＨ３４年度にインペラギャップの調整（⼤規模修繕）が必要

→ No.1ポンプの傾向を考慮すると予測①が妥当と考えられる。（調整不要）

y = 3.1626x-0.111

1
1.2
1.4
1.6
1.8

2
2.2
2.4
2.6
2.8

3
3.2
3.4

S5
5

S5
8

S6
1 H1 H4 H7 H1
0

H1
3

H1
6

H1
9

H2
2

H2
5

H2
8

H3
1

H3
4

H3
7

H4
0

ギ
ャッ
プ
値

(m
m

)

測定年度

主ポンプ インペラギャップ 傾向管理例１
（No.1ポンプ）

y = 3.2526x-0.149

y = -0.0455x + 2.8696

1
1.2
1.4
1.6
1.8

2
2.2
2.4
2.6
2.8

3
3.2
3.4

H6 H9 H1
2

H1
5

H1
8

H2
1

H2
4

H2
7

H3
0

H3
3

H3
6

H3
9

H4
2

H4
5

H4
8

H5
1

H5
4

ギ
ャッ
プ
値

(m
m

)

測定年度

主ポンプ インペラギャップ 傾向管理例２
（No.3ポンプ）

建設時

建設時

（管理値）

（管理値）

（予測①）

（予測②）

（予測）
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・ 非常設備の点検手法について 
 
 
✔ 点検項目：国等の指針に基づいて実施 
     （例）排⽔機場主ポンプ：「 揚排水機場設備点検・整備指針（案）同解説 」 

（社）河川ポンプ施設技術協会 
 
 
✔ 傾向管理項⽬ ： 国等の指針＋府独自の項目で実施 

（例）排⽔機場の主ポンプ：振動（指針（参考）に基づく）、インペラギャップ（府独自） 
 
 
✔ 寿命・整備等の予測 ：傾向管理データにより予測 

（例）排⽔機場の主ポンプ：インペラギャップ 
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